
問公立刈田綜合病院　☎ 25-2145問公立刈田綜合病院　☎ 25-2145

̶思いやりのある良質で信頼される医療を目指して̶

公立刈田綜合病院紹介

　冬が来て、日増しに寒さも厳しくなるこの時期。暖房
が欠かせない季節がやってきました。
　震災以降、節電が叫ばれる中、石油ストーブや練炭、
炭火で暖を取る家庭が増えているのではないかと予想さ
れます。気密性の高い場所での暖房には、「一酸化炭素
中毒」の危険が潜んでいます。「一酸化炭素」は、不完
全燃焼に伴って発生する無臭の気体で、非常に強い毒性
があります。
　中毒初期は軽い頭痛や吐き気などですが、急速に意識
障害や呼吸障害を来し、死に至ることも稀

まれ

ではありませ
ん。震災直後に、給油待ちの車内で小型ストーブを使用
していた男性が、一酸化炭素中毒で死亡した事件なども
ありました。白石管内でも練炭などの使用に伴う一酸化
炭素中毒が発生しています。
　治療としては、まず中毒の環境から一刻も早く脱出し、
可能な限り高濃度の酸素投与を行うことが肝要です。た
だし、一旦回復しても時間をおいて記憶障害や失禁など
の後遺障害が起こることもあり得ます。

　適度に換気を行うことによる予防や、中毒症状を理解
することにより早期の対応ができることが重要と思われ
ます。また、「一酸化炭素警報器」の利用なども中毒の
予防に役立つと思われます。
　一酸化炭素は、目に見えず無臭のため危険はあります
が、皆さんのちょっとした注意で中毒の発生を防ぐこと
ができると思われます。
　暖房器具とは上手に付き合いましょう。

建物内での炭火などの使用は特にご注意ください

一酸化炭素中毒にご注意ください！

武家屋敷催事「冬至の会」無料入場券

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書き、
〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）
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落
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。
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句
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。

　

二
句
目
、
主
婦
の
日
課
は
忙
し
い
。
炊
事
、
洗
濯
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．
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今
年
は
自
然
災
害
に
悩
ま
さ
れ
た

１
年
で
し
た
。
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
。
そ
の
後
の
余
震
は
１
、

４
０
０
回
以
上
を
数
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、
本
復
旧
の
最
中
に
発
生
し
た

台
風
15
号
。
仮
復
旧
箇
所
の
二
次
被

害
の
心
配
が
続
き
、
本
当
に
自
然
の

力
の
怖
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
命
の
大
切
さ
や

人
の
優
し
さ
、
人
と
人
が
支
え
合
え

る
社
会
の
大
切
さ
を
再
確
認
さ
せ
ら

れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
地
域

で
の
共
助
は
も
ち
ろ
ん
、
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友
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か
ら
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だ
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ま
し
た
。
そ
れ
ら
す
べ
て

が
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の
底
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た
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え
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。

　

そ
ん
な
中
、
白
石
中
学
校
３
年
生

が
「
修
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旅
行
で
海
老
名
市
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」
と
生
徒
自

ら
発
案
。
９
月
26
日
、
生
徒
た
ち
が

海
老
名
市
を
訪
れ
、
海
老
名
市
役
所

で
感
謝
の
言
葉
や
歌
を
披
露
し
た
と

の
話
を
聞
い
た
時
、
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本

市
の
生
徒
た
ち
は
当
時
の
状
況
を
よ

く
見
て
い
た
し
、
感
謝
す
る
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
、
素
直
で
、
自
主
性
の

あ
る
素
晴
ら
し
い
生
徒
た
ち
に
成
長

し
て
い
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
海
老
名
市
長
よ
り
生
徒
た
ち
に

礼
状
が
届
け
ら
れ
た
の
で
ご
披
露
し

ま
す
。
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３
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の
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、
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旅
行
は
い
か
が
で
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た
か
。

　

こ
の
た
び
は
、
貴
重
な
修
学
旅
行

の
時
間
を
割
い
て
、
海
老
名
市
を
訪

問
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
皆
さ
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が
、
海
老
名
市

へ
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
に
来
て
く
だ

さ
る
と
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
私
は

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
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し
た
。
ま

た
、
訪
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さ
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の
企
画
で
あ
る
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聞
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と
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も
感
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し
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し
た
。

そ
こ
で
「
皆
さ
ん
の
そ
の
優
し
い
気

持
ち
を
、
海
老
名
市
の
多
く
の
人
に

受
け
取
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
思
い
、

あ
の
よ
う
な
場
を
設
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
実
行
委
員
長
で
あ
る
秋あ
き

山や
ま

さ
ん
か
ら
の
言
葉
、
皆
さ
ん
か
ら

の
心
の
こ
も
っ
た
歌
、
横
断
幕
、
ど

れ
も
、
海
老
名
市
民
一
人
一
人
の
心

に
響
い
た
と
思
い
ま
す
。
来
庁
し
た

市
民
の
中
に
は
、
涙
ぐ
ん
で
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

海
老
名
で
の
出
来
事
が
、
白
石
中

学
校
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
楽
し

い
修
学
旅
行
の
思
い
出
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
幸
で
す
。

　

姉
妹
都
市
と
し
て
、
海
老
名
市
は

こ
れ
か
ら
も
協
力
・
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
白
石
市
が
一

日
も
早
く
復
興
し
、
皆
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
元
気
で
過
ご
し
て
い
け
る
こ

と
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
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市
長　
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ち

野の　
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姉
妹
・
友
好
都
市
を
は

じ
め
、
観
光
大
使
の
山
崎

バ
ニ
ラ
さ
ん
や
奥
州
片
倉

組
の
皆
さ
ん
、
声
優
の
森も

り

川か
わ

智と
し

之ゆ
き

さ
ん
、
そ
し
て
全

国
の
皆
さ
ん
か
ら
応
援
と

支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
復
旧
に
向
け

て
元
気
に
頑
張
る
姿
を
見
せ
て
い
た

だ
き
、
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
共
に
力
を
合
わ
せ
、
一
日
も
早

く
白
石
を
復
興
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
全

国
の
皆
さ
ん
の
応
援
に
応
え
る
た
め

に
も
！

　

年
の
瀬
を
迎
え
、
課
題
を
一
つ
一

つ
克
服
し
な
が
ら
の
復
興
と
さ
ら
な

る
繁
栄
を
願
い
、
皆
さ
ん
が
よ
り
良

き
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

～あの日、あの時～まちの話題 DiaryDiary

　11月２日～３日、「第42回市民文化祭」（主催：白石市文
化協会）が中央公民館で行われました。
　展示発表は２日間行われ、７団体の皆さんが制作した
短歌や俳句、川柳、絵画、和紙人形、姉妹都市海老名市
交流作品などが飾られ、来場者は一つ一つの作品を真剣
な表情で見つめていました。
　また、11月３日に行われた芸能発表は、観

かん

世
ぜ

流能楽師
小
こ

島
じま

英
ひであき

明さん（白石皐風会主宰）が東日本大震災により亡
くなられた方々を偲

しの

び仕
し

舞
まい

『融
とおる

』を披露したほか、19団
体の皆さんが日ごろの練習の成果を披露。太鼓や民謡、
歌謡、舞踊、詩吟などさまざまな分野の発表が行われ、
たくさんの人でにぎわい、次々と繰り広げられる舞台に、
大きな拍手が送られていました。

文化の力で絆を深める
第42回市民文化祭

「
感
謝
感
激
」

風
間
市
長
の

風
の
さ
さ
や
き
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